
令和元年度 公共事業 再評価 対象事業一覧表 資料１

（交通基盤部所管事業）

計画期間 全体事業費 事業費 進捗率
費用便益比

（費用対効果）

上段：前回又は着手時 上段：前回又は着手時 上段：前回 上段：前回 上段：前回

下段：今回 下段：今回 下段：今回 下段：今回 下段：今回

H27
（前回）

H23～R1 16,000 5,237 32.7% 2.25

R1
（今回）

H23～R6
（+55%、5年延伸）

20,200
（+26%、4,200増）

12,735
（+7,498）

63.0%
（+30.3%）

1.49

H26
（前回）

H22～R2 920 153 16.6% 2.82

R1
（今回）

H22～R6
（+36%、4年延伸）

1,817
（+97%、897増）

1,092
(+939)

60.0%
(+43.4%)

1.37

H27
（前回）

H27～R3 600 0 0.0% 2.02

R1
（今回）

H27～R2
（-12%、1年短縮）

600
（変更なし）

413
（+413）

68.8%
（+68.8%）

1.71

H27
（前回）

H27～R4 710 0 0.0% 6.44

R1
（今回）

H27～R4
（変更なし）

750
（+6%、40増）

354
(+354)

47.2%
(+47.2%)

5.85

H26
（前回）

H22～R2 3,670 954 25.9% 5.21

R1
（今回）

H22～R2
（変更なし）

4,050
（+10%、380増）

3,607
(+3,253)

89.1%
(+63.2%)

3.64

- - - - - -

R1
(今回)

H27～R13 1,974 158 8.0% 3.93

- - - - - -

R1
(今回)

H27～R8 820 343 41.8% 1.93

H26
（前回）

H11～R10 45,292 25,129 55.5％ 5.11

R1
(今回)

H11～R10
（変更なし）

45,292
（変更なし）

36,493
(+11,364)

80.6%
（+25.1％）

5.44

H26
（前回）

H12～R6 11,000 4,235 38.5％ 3.09

R1
(今回)

H12～R6
（変更なし）

11,000
（変更なし）

5,818
(+1,583)

52.9％
（+14.4％）

3.42

H26
（前回）

H1～R2 11,621 9,735 83.8％ 5.37

R1
(今回)

H1～R7
（＋16％、5年延伸）

16,930
(＋46％、5,309増)

12,919
(+3,184)

76.3％
(－7.5％)

3.25

H27
(当初)

H27～R2 330 0 0% 6.98

R1
(今回)

H27～R4
（+33％、2年延伸）

330
（変更なし）

58
(+58)

17.6%
（+17.6%）

6.99

H27
(当初)

H27～R2 319 0 0% 2.72

R1
(今回)

H27～R3
（+17％、1年延伸）

319
（変更なし）

218
(+218)

68.3%
（+68.3%）

2.37

H26
（前回）

H22～R1 204 104 51% 4.44

R1
(今回)

H22～R6
(+50%、5年延伸)

361
(+76.9%、157増)

236
(+132)

65.4%
（+14.4%）

3.32

H27
(当初)

H27～R1 166 0 0% 2.80

R1
(今回)

H27～R4
(+60%、3年延伸)

105.2
(-63.3%、61減)

65
(+65)

62%
（+62.0%）

3.20

H27
(当初)

H27～R4 225 0 0% 4.48

R1
(今回)

H27～R4
(変更なし)

233
(+3％、8増)

162
(+162)

69.5％
（+69.5％）

2.54

・当該区間の用地取得は完了している。
・費用対効果も見込まれ、狭隘な現道の安全性向上とと
もに、中部横断自動車道のICが近接し広域の移動に寄与
する事業であるため、引き続き事業を継続し早期完成を
図る。

・当該区間の用地取得率は約９割となっており地元との
調整も順調に進んでいる。
・費用対効果も見込まれ、周辺住民の生活道路として、
また富士山世界遺産の構成資産を接続する観光振興に寄
与する道路であり、引き続き事業を継続し早期完成を図
る。

15 静岡県 急傾斜地崩壊対策事業 守
も

木
き

山田
やまだ

Ｂ 継続

・本事業は、がけ崩れによる被害を未然に防止するもの
である。
・費用対効果も見込まれ、安全・安心な生活基盤に大き
く寄与することから、事業を継続して早期完成を図る。

－ －

－ －

砂防課－ － ○ 国50％
県50％

砂防課－ － －
国　47.5％
県　47.5％
市   　5％

14 静岡県 地すべり対策事業 東
ひがし

久留
く る

女
め

木
き

浜松市

○ ◎ 国50％
県50％

伊豆の国
市

事業採択
(H27)後

5年間経過
- ◎ ◎

継続

・本事業は、地すべりによる被害を未然に防止するもの
である。
・費用対効果も見込まれ、安全・安心な生活基盤に大き
く寄与することから、事業を継続して早期完成を図る。

－ －

－ －
事業採択
(H27)後

5年間経過

13 静岡県 地すべり対策事業 上西之谷
かみにし のや

掛川市
再評価実施
(H26)後

5年間経過

・詳細設計の結
果、地下水位がブ
ロック全体的に高
かったため、集水
井工を横ボーリン
グ工に変更し、面
的に配置すること
で全体事業費が増
えた。
・事業費の増加や
用地取得の進捗状
況により、完了年
度を延伸した。

◎ ◎

・詳細設計時の効
果的な施設配置に
より、事業費の縮

減を図った。
・用地取得の進捗
状況により、完了
年度を延伸した。

◎ ◎ 継続

・本事業は、地すべりによる被害を未然に防止するもの
である。
・費用対効果も見込まれ、安全・安心な生活基盤に大き
く寄与することから、事業を継続して早期完成を図る。

国55％
県45％

砂防課◎ ◎ 継続

・本事業は、土石流による被害を未然に防止するもので
ある。
・費用対効果も見込まれ、安全・安心な生活基盤に大き
く寄与することから、事業を継続して早期完成を図る。

－ －

砂防課

12 静岡県 火山砂防事業 谷戸
や と

沢
さわ

右
みぎ

支川
し せ ん

伊豆市
事業採択
(H27)後

5年間経過
-

－ － － － －
事業採択
(H27)後

5年間経過
- ◎ ◎ 継続

・本事業は、土石流による被害を未然に防止するもので
ある。
・費用対効果も見込まれ、安全・安心な生活基盤に大き
く寄与することから、事業を継続して早期完成を図る。

－ － －

国50％
県50％

河川海岸整
備課

11 静岡県 通常砂防事業 湊
みなと

北沢
  きたざわ 賀茂郡南

伊豆町

◎ 継続

・本事業は、高潮による越波、浸水被害から背後地の防
護を図るものである。
・費用対効果も見込まれ、事業も順調に進捗しているこ
とから、事業継続とする。

－ ○ ○

国50％
県50％

砂防課

10 静岡県 高潮対策事業 清水
し み ず

西海岸
にしかいがん

静岡市
再評価実施
(H26)後

５年間経過

・防護と景観改善
のための突堤整備
により全体事業費
が増えた

◎

－ － － － 国　50％
県　50％

- ◎ ◎ 継続

・本事業は、安間川流域の治水安全度の向上により、浸
水被害の軽減を図るものである。
・費用対効果も見込まれ、事業も順調に進捗しているこ
とから、事業継続とする。

－

－ ○ ◎

－ 国　50％
県　50％

河川海岸整
備課

9 静岡県 事業間連携河川事業 一級
いっきゅう

河川
かせん

安間
あ んま

川
かわ

浜松市
再評価実施
(H26)後

５年間経過

継続

・本事業は、巴川流域の治水安全度の向上により、浸水
被害の軽減を図るものである。
・費用対効果も見込まれ、事業も順調に進捗しているこ
とから、事業継続とする。

－ － － ○

河川海岸整
備課

8 静岡県
総合治水対策特定河川

事業 二級
にきゅう

河川
かせん

巴
ともえ

川
かわ

静岡市
再評価実施
(H26)後

５年間経過
-

国　50％
県　50％

河川海岸整
備課◎ ◎ 継続

・本事業は、勝間田川流域の治水安全度の向上により、
浸水被害の軽減を図るものである。
・費用対効果も見込まれ、事業も順調に進捗しているこ
とから、事業継続とする。

－ － － －

◎ ◎

7 静岡県 総合流域防災事業 二級
にきゅう

河川
かせん

勝間田
か つ ま た

川
かわ

牧之原市
事業採択(H27)後

５年経過
-

－ － － － －事業採択(H27)後
５年経過

- ◎ ◎ 継続

・本事業は、江尾江川流域の治水安全度の向上により、
浸水被害の軽減を図るものである。
・費用対効果も見込まれ、事業も順調に進捗しているこ
とから、事業継続とする。

－

国　50％
県　50％

道路整備課

6 静岡県 総合流域防災事業 一級
いっきゅう

河川
かせん

江
え

尾
お

江
え

川
かわ

富士市

◎ ◎ 継続 － － －

国　50％
県　50％

河川海岸整
備課

・当該区間の用地取得は今年度で完了予定であり、地元
との調整も順調に進んでいる。
・費用対効果も見込まれ、広域交通ネットワークの強化
が図られるとともに、産業活性化や観光振興の支援に寄
与するものであり、引き続き事業を継続し早期完成を図
る。

－ ◎ ◎ 継続 －

国　45％
県　55％

道路整備課

5 静岡県 道路改良事業
一般県道仁杉柴怒
いっぱんけんどうひとすぎしば

田線
んたせん

御殿場市
再評価実施
(H26)後

５年間経過
－

継続 － － － － －

－ －

4 静岡県 道路改良事業
一般
いっぱん

県道
けんどう

白糸
しらいと

富士
ふ じ の

宮線
みやせん

富士宮市
事業採択(H27)後

５年間経過
－ ◎ ◎

－ ○ 国　50％
県　50％

道路整備課

3 静岡県 道路改良事業
主要
しゅよう

地方
ち ほ う

道
どう

清水
し み ず

富
ふ

士宮
じのみや

線
せん 富士宮市

◎ 継続

・本事業は、狭隘かつ線形不良区間の解消を始め、観
光・交流の促進や救急医療への寄与が図られる。
・費用対効果も見込まれ、事業も順調に進捗しているこ
とから、事業を継続して早期完成を図る。

－ － －

道路整備課－ － － － 国　45％
県　55％

事業採択(H27)後
５年間経過

2 静岡県 道路改良事業
一般国道
いっぱんこくどう

473号地蔵
じぞうと

峠Ⅱ
う げ に

バイパス
島田市

再評価実施
(H26)後

５年間経過

地質状況の変化に
伴う工法変更（長
期間の全面通行止
めを回避）によ
り、事業費の増額
と計画期間の延長
が必要となった。

◎

－社会経済情勢の急
激な変化等

地質状況の変化等
に伴う追加工事や
工法変更により事
業費の増額と計画
期間の延長が必要
となった。

◎ ◎ 継続

・志太榛原地域の南北軸を強化し、新東名、国道１号、
富士山静岡空港、東名、御前崎港の交通ネットワークの
構築に重要な役割を果たすものである。
・費用対効果も見込まれ、産業や観光の活性化に大きく
寄与することから、継続して早期完成を図る。

1 静岡県 道路改良事業
一般国道
いっぱんこくどう

473号金谷
かなや

相良道路Ⅱ
さ が ら ど う ろ に

島田市
国　55％
県　45％

道路整備課○ － ○ ○ ◎

③事業
規模

④事業費
変更等

事 業 費
負担割合

評価
時期

事業の
必要性

進捗の
見込み

対応方針
（案）

理　　由
１事業
のみ

　　　　　　※１
変更理由等

（全体事業費）
（計画期間）

　　　　　　※２
評価の視点

対応方針（案）及び理由
代表説明箇所の選定

特記事項

担当課

選定の視点

選　定
結　果①社会的

注目度等
②計画
変更等

単位（事業費）：百万円

番号
事業
主体

事業名
（ふりがな）

箇所名
関係
市町

事　業　概　要

再評価
理由

前回再評価時点からの比較



計画期間 全体事業費 事業費 進捗率
費用便益比

（費用対効果）

上段：前回又は着手時 上段：前回又は着手時 上段：前回 上段：前回 上段：前回

下段：今回 下段：今回 下段：今回 下段：今回 下段：今回

③事業
規模

④事業費
変更等

事 業 費
負担割合

評価
時期

事業の
必要性

進捗の
見込み

対応方針
（案）

理　　由
１事業
のみ

　　　　　　※１
変更理由等

（全体事業費）
（計画期間）

　　　　　　※２
評価の視点

対応方針（案）及び理由
代表説明箇所の選定

特記事項

担当課

選定の視点

選　定
結　果①社会的

注目度等
②計画
変更等

番号
事業
主体

事業名
（ふりがな）

箇所名
関係
市町

事　業　概　要

再評価
理由

前回再評価時点からの比較

H27
(当初)

H27～R1 123 0 0% 2.99

R1
(今回)

H27～R3
（+40％、2年延伸）

123
（変更なし）

63
(+63)

51.2％
（+51.2％）

1.90

H27
(当初)

H27～R1 380 0 0% 2.28

R1
(今回)

H27～R3
（+40％、2年延伸）

380
（変更なし）

34
(+34)

8.9％
（+8.9％）

1.85

H27
(当初)

H27～R2 205 0 0% 6.54

R1
(今回)

H27～R3
（+17％、1年延伸）

254
（+23.9％、49増）

174
(+174)

68.5％
（+68.5％）

5.63

H27
(当初)

H27～R1 277 0 0% 1.22

R1
(今回)

H27～R2
（+20％、1年延伸）

277
（変更なし）

212
(+212)

76.5％
（+76.5％）

1.11

H26
（前回）

H12～R2 6,000 1,665 27.8% 2.30

R1
(今回)

H12～R5
(+15％、3年延伸)

6,850
（+14.2％、850増）

2,814
(+1,149)

41.1％
（+13.3％）

1.93

― H26～R4 800 0 0.0% ―

R1
(今回)

H26～R4
（変更なし）

700
(-12.5%、100減)

247
(+247)

35.2%
(+35.2%)

2.84

H26
（前回）

H22～R2 2,069 822 39.7% 1.43

R1
(今回)

H22～R3
（+9%、1年延伸）

1,800
（-13%、269減）

1,328
（+506）

73.8%
（+34.1%）

1.35

H26
（前回）

H22～R2 2,043 799 39.1% 1.44

R1
(今回)

H22～R2
（変更なし）

2,620
（+28%、577増）

2,278
（+1,479）

87.0%
（+47.9%）

1.24

－ － － － － －

R1
(今回)

H27～R5 2,500 1,425 57.0% 1.20

－ － － － － －

R1
(今回)

H26～R2 900 766 85.1％ 1.17

※１　「変更理由等」欄は、全体事業費の変動が３割を超える場合、計画期間の変動が５割を超える場合に記入する

※２　「評価の視点」欄は、「継続が妥当」→◎、「見直しにより継続が妥当」→○、「継続は妥当ではない」→×

国 50.0％
県 35.0％
市 15.0％

街路整備課継続

・沿線住民の生活道路であるとともに、東名高速道路
（遠州豊田スマートＩＣ）や国道1号といった主要幹線
道路間を連絡する重要な路線である。
・費用対効果も見込まれ、用地買収及び工事も順調に進
捗していることから、事業を継続し早期完成を図る。

－ － － －

◎
国 55.0％
県 30.0％
市 15.0％

街路整備課

港湾整備課－
国  40％
県  35％
市  25％

◎

上物
国　50％
県　25％
市  25％

用地
国　33％
県　33％
市 33％

港湾整備課

国　45％
県　45％
市　10％

砂防課－ －

－ － －
国 55.0％
県 30.0％
市 15.0％

街路整備課

－

24 静岡県 街路整備事業
都市

と し

計画
け い か く

道路
ど う ろ

新
に い

橋
は し

茱萸
ぐ み

沢
さ わ

線
せ ん 御殿場市

事業採択
(H27)後

５年間経過
－

25 静岡県 街路整備事業

都市
と し

計画
け い か く

道路
ど う ろ

小立
こ だ て

野
の

豊田
と よ だ

線
せ ん

（池田
い け だ

工
こ う く

区）

磐田市

事業採択

(H26※)後
５年間経過

※事業認可の国告
示日H27.3.30

－ ◎ ◎

再評価実施
(H26)後

５年間経過
－ ◎ ◎ 継続

・県道三島富士線のバイパスとして重要な路線であると
ともに、機能的な道路ネットワークを形成するための重
要な路線である。
・費用対効果も見込まれ、用地買収及び工事も順調に進
捗していることから、事業を継続し早期完成を図る。

－

◎ ◎ 継続

・御殿場駅より市街地を抜け、世界遺産である富士山の
御殿場口を結ぶ路線の一部であるとともに、観光の玄関
口としての機能も有する重要な路線である。
・費用対効果も見込まれ、用地買収及び工事も順調に進
捗していることから、事業を継続し早期完成を図る。

－ －

－ －

23 静岡県 街路整備事業

都市
と し

計画
け い か く

道路
ど う ろ

金
か な

岡
お か

浮
う き

島
し ま

線
せ ん

（西
に し

椎路
し い じ

工
こ う く

区）

沼津市

継続

・沼津市、清水町及び三島市の主要拠点や主要路線を結
ぶとともに、災害発生時のアクセス性の向上を図るため
の重要な路線である。
・費用対効果も見込まれ、用地買収及び工事も順調に進
捗していることから、事業を継続し早期完成を図る。

－ ○22 静岡県 街路整備事業

国 50.0％
県 35.0％
市 15.0％

街路整備課－ － －－ －

都市
と し

計画
け い か く

道路
ど う ろ

西
に し

間
ま

門
か ど

新
あ ら

谷
や

線
せ ん

（４工
こ う く

区）

駿東郡
清水町

再評価実施
(H26)後

５年間経過
－ ◎ ◎

－ － －― ◎ ◎ 継続

・本事業は、漁業経営基盤の安定、漁船・プレジャー
ボート等の航行安全の向上に寄与する。
・費用対効果も見込まれ、事業も順調に進捗しているこ
とから、事業継続とする。

－21 静岡県 港湾改修事業（地方）
浜名
は まな

港
こう

舞坂
まいさか

地区
ち く

港
こう

口
ぐち

東
ひがし

導
どう

流
りゅう

提
てい

浜松市
事業着手
(H26)後

５年間経過

－ ○ －◎ ◎ 継続

・本事業は、緑地・人工海浜が地域の観光交流拠点とし
て、地域振興の推進に大いに期待できる
・費用対効果も見込まれ、事業も順調に進捗しているこ
とから、事業継続とする。

－ ○20 静岡県 緑地等施設整備事業
清水
し み ず

港
こう

新
しん

興津
お き つ

地区
ち く

人工
じんこう

海浜
かいひん

・緑地
りょくち

静岡市
再評価実施
(H26)後

５年間経過

・緑地工の追加に
より、全体事業費
が増額した

－ － －
事業採択
(H27)後

5年間経過
- ◎ ◎ 継続

・本事業は、がけ崩れによる被害を未然に防止するもの
である。
・費用対効果も見込まれ、安全・安心な生活基盤に大き
く寄与することから、事業を継続して早期完成を図る。

19 静岡県 急傾斜地崩壊対策事業 下薮田
しもやぶた

山崎
やまざき

藤枝市

継続

・本事業は、がけ崩れによる被害を未然に防止するもの
である。
・費用対効果も見込まれ、安全・安心な生活基盤に大き
く寄与することから、事業を継続して早期完成を図る。

－ －18 静岡県 急傾斜地崩壊対策事業 無
む

東
とう

坂
さか

静岡市
事業採択
(H27)後

5年間経過
- ◎ ◎

－ － －
国　45％
県　45％
市  10％

砂防課◎

国　40％
県　40％
市　20％

砂防課－ －

－

－

17 静岡県 急傾斜地崩壊対策事業 宮前町
みやまえちょう

a 静岡市
事業採択
(H27)後

5年間経過
-

－

◎ 継続

・本事業は、がけ崩れによる被害を未然に防止するもの
である。
・費用対効果も見込まれ、安全・安心な生活基盤に大き
く寄与することから、事業を継続して早期完成を図る。

－

事業採択
(H27)後

5年間経過
- ◎ ◎ 継続

・本事業は、がけ崩れによる被害を未然に防止するもの
である。
・費用対効果も見込まれ、安全・安心な生活基盤に大き
く寄与することから、事業を継続して早期完成を図る。

国　45％
県　45％
市  10％

砂防課－ － －－16 静岡県 急傾斜地崩壊対策事業 奥
おく

ノ谷
や

静岡市

○代表説明事業選定の視点

・以下の点に基づき代表箇所を選定する。

・なお、①、②に該当する場合には、複数となっても必ず選定する。

① 社会的に注目されている、課題が大きいなどの箇所（B/C=1未満など）

② 事業計画を変更または中止する箇所

③ 事業規模が大、事業期間が長い箇所

④ 計画時又は前回再評価時と著しく事業費・計画期間、効果が異なった箇所

（事業費は３割を超えて増加している場合、計画期間は５割超えて延長している場合など）


